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会社経歴・直近のトピックス

1940年

1960年

1970年

1940年09月 日本化成工業黒崎工場（現三菱ケミカル㈱九州事業所殿）内で高田組を創業

1948年06月 ㈱高田工業所を設立

1948年12月 日本製鐵八幡製鉄所（現日本製鉄㈱）内に八幡作業所（現八幡支社）を設置

1966年01月 インド アンモニア・ユリアプラント建設で海外に進出
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1971年02月 シンガポール高田工業を設立

1983年11月 福岡証券取引所に株式上場1980年

1990年

2000年

1993年01月 大阪証券取引所市場第二部（現東京証券取引所スタンダード市場）に株式上場

2003年09月 福岡銀行殿へ50億円の優先株発行

2024年02月 優先株の処理完了

2025年03月 日揮株式会社殿と資本業務提携契約を締結

2010年

2020年
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会社概要

本社所在地 北九州市八幡西区築地町1番1号

創 業 1940年9月26日

資 本 金 37億2,330万円

会社情報

従業員数 社員1,381名 ※2025年4月1日現在

売 上 高 581億円（FY2025/連結）

東京支店

本社・本社工場
八幡支社
研修センター

長浜事業所

中四国支社
鹿島事業所

京葉支社

君津支社

四日市事業所

大阪事業所

宇部工場

［国内生産拠点］ 9事業所（6工場）
［国内関連会社］ ３社
［海外関連会社］ ４社

ネットワーク

主要事業
• プラントエンジニアリング
• 設備診断
• 装置事業
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事業紹介

【プラントエンジニアリング】
- 製鉄、化学、エネルギープラント等の

設計から建設、メンテナンスまで対応

【高度成長期】
・建設を中心に製造業やインフラ設備
の新設工事に寄与

【成熟期】
・メンテナンスを中心に設備の安定
操業に寄与

【今後】
・脱炭素社会に向けた環境投資案件を対応
・EPC事業の拡大

※EPC（Engineering（設計）Procurement（調達）Construction（建設）



設備メンテナンスを行う中で様々な技術とデータを蓄積。
特に回転機械の診断技術や静止機器や配管に対する
腐食損傷解析技術においては、長年にわたって研究開発を重ね
お客様設備の延命化に努め「メンテナンスの最適化」を
追求しています。

最新の診断技術で「メンテナンスの最適化」に貢献

電流情報量診断システム「T-MCMA®️」

TAKADAの診断ソリューションで設備管理の課題を解決 ！
日本初電流解析により｢安全・正確・簡単」に設備の状態を

監視・診断
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破壊・損傷材料の解析技術

原因究明から補修工事までフルサポート

半導体製造装置メーカーとして、様々なお客様の声を基に
装置の開発、製作、販売を行っています。
今後も持続可能な社会の実現のため、テクノロジーの加速や
カーボンニュートラルに貢献できる装置を提供いたします。

ソリューション・プロバイダーとしてお客様に新

たな価値を提供

マニュアル洗浄装置（TCX100）

超音波カッティング装置（CSX501）

断面観察用超音波カッティング装置（CSX-100Lab）

省エネに寄与する電子部品として注目されるSiC (炭化
ケイ素) パワーデバイス。当社は、これら次世代材料の
加工に超音波アシスト切断を提案し、高品質・高効
率・低コストを実現し、カーボンニュートラルに貢献
します。

枚葉式ウエット処理装置（TWPシリーズ）

その他装置

【設備診断】 【装置事業】



人材育成
『「人」がTAKADAのまんなかです。』 をキーワード
に、みらいに向けともに生き、ともに育ち、ともに栄え
るための人材開発に取り組んでまいります。

匠の技を次世代へ継承

スキルアップのための資格取得を推奨。
また、「高度熟練技能者」や「優秀技能者」の
育成など、技能者の育成にも取り組んでいます。

2040みらいプロジェクト

Work as Life –人生の価値としての仕事-

詳しくは
こちらから

新入社員教育

若手社員の早期育成に力を入れており、充実した研修
制度が整っています。

高度熟練技能者育成
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2040年の創業100周年に
向けて、働くことに
「ワクワク、ドキドキ」
を感じられる魅力ある
組織を目指しています。

自主的・能動的・創造的な
人材の育成

人材育成の取組

組織活性化



今後の成長に向けて・・・中長期の展望
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2020年 2026年

連結売上高
（億円）

2040年
創業100周年

700億円

成長に向けた組織活力の向上

20３０年頃

新ビジネス領域

成長領域

2024年2月
経営再建完了

• EPC事業の強化
• 装置・診断事業の成長

• 新たなビジネスの確立

基盤領域/プラント事業

持続的

成長へ

1,000億円カンパニーへの挑戦
TAKADAグループは、経営再建を完了し、

新たな成長ステージに突入します。

• メンテナンス
• 建設工事



課題とそれに対する支援や要望
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キーワード

要望

人材 財務体質 効率化

• 建設、インフラ業界全体と
しての慢性的な人材不足

• 支払手段の適正化

課題

• 雇用創出に向けた業界の認
知度・イメージ向上におけ
る連携

• 中堅企業も含めたサプラ
イチェーン全体での支払
手段適正化への御支援

• 人材不足、残業規制等
対策のための業務効率化

• DX向け投資など戦略投資
に向けた各種補助金等に
関する申請対象の基準緩
和や手続きの簡略化
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